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このたびは、トヨタ純正フレグランスをお買い上げいただきありがとうございます。
本書はフレグランスの取り付け要領について記載してあります。
取り付け前に必ずお読みいただき、正しい取り付けをしてください。

フレグランスユニット 085B0-00010

フィッティングキット 085B0-00020

取付要領書

フレグランス

品　番
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構成部品

No. 品　名 個数

① フレグランスユニット 1

フレグランスユニット

No. 品　名 個数

① 台座 1

② 化粧パネル 1

③ ホース 1

④ ワイヤーハーネス 1

⑤ ホースアタッチメント（ストレート） 1

⑥ ホースアタッチメント（L 字） 1

⑦ ベゼル 1

⑧ スクリュー（φ5×16mm） 2

⑨ バンドクランプ 40

⑩ クッションテープ (50mm×20mm) 1

⑪ クッションテープ (100mm×70mm) 1

⑫ 両面テープ（4 枚セット） 1

フィッティングキット

別売り部品

品　名 品番

VIVID CITRUS 085B4-00020

TREE SOUND 085B4-00030

ROSY MEMORY 085B4-00040

カートリッジ

取り付けに必要な工具

一般工具、メジャー、ハサミ、電動ドリル、ドリル刃（φ3）、ホールソー（φ20）、ケガキ針、保護テープ、ヤスリ、

保護マット、保護メガネ、ビニールテープ、脱脂剤等【イソプロピルアルコール（IPA）純度 100% 推奨】
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（1） 車を水平な場所に停車してパーキングブレーキを引き、輪止めを確実にしてください。

（2） 下回り作業中は安全に配慮し、エンジン始動及び乗車は絶対にしないでください。

（3） 車両部品の取りはずしに際しては、タッピング・スクリューやボルト、ナット類を紛失しないよう部品
毎に整理し、復元作業時には間違いのないように配慮してください。また、車両及び取りはずした部品
に傷を付けないよう取り扱いには十分注意してください。

（4） バッテリー復元作業終了後、車両機能部品に初期化が必要な部品がありますので、作業終了後は必ず初
期化作業をしてください。

（5） 貼り付け面に油脂分や汚れが付いていると脱落、剥がれの原因になりますので、脱脂剤等で十分に拭き
取り、脱脂してください。

（6） 脱脂剤等を使用する場合は、火気に十分注意してください。

バッテリー接続中に作業をする場合は、エアバッグセンサー等に衝撃を与えないよう十分注意してくださ
い。

取り付け上の注意事項

この取付要領書では安全な作業をしていただく為、特にお守りいただきたいことを次のマークで表示しています。

…危険以外で取り扱いを誤った（または守らなかった）場合、死亡または重大な障害を生じる

可能性があるものに対しての注意内容を伝達する。

… 注意事項を守らないと事故につながったり、ケガをしたりするなどの恐れがあります。

… 注意事項を守らないと車両および用品が損傷するなどの恐れがあります。

… スピーディーに作業していただく上で知っておいていただきたいことを記載しています。
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（1） 車両のビニールチューブ等をカットする際は、車両ハーネスを傷付けないように十分注意してください。

（2） 分岐コネクターは、他の用品が装着されている場合でも必ず車両ハーネスに接続してください。

（3） 分岐コネクター接続時に、クリック音と合わせてロック（2 箇所）が確実に嵌合したことを確認してくだ
さい。

（4） 接続するコネクターの端子番号及び用品ハーネスと車両ハーネスの線色を確認し、誤った接続をしない
よう十分注意してください。

（5） 同一コネクターに複数の分岐コネクターを接続する場合は、接続位置をずらしてください。

（6） ヒンジ部が破損しても確実にロック（2 箇所）できれば性能上問題ありません。

（7） 一度使用した分岐コネクターは再使用しないでください。誤って接続した場合、分岐コネクターを車両
ハーネスに付けたまま用品ハーネスを切断し、ビニールテープで絶縁処理をしてください。

分岐コネクター使用上の注意事項

分岐コネクターの接続手順

分岐コネクターの接続方法

（1） 接続する車両ハーネスがビニールチューブ及
びビニールテープで覆われている場合は、適
量をカットしてください。

（2） 接続する車両ハーネスを確実にガイド溝へ挿
入してください。

（3） 車両ハーネスをガイド溝に収めた後、分岐コ
ネクターを折り返し仮止め状態を作り、プラ
イヤー等の工具を使用して左右のロックがか
かるまで確実に挟み込んでください。

（クリック音を確認）

（4） 分岐コネクターの異音防止の為、ビニール
テープを巻いて処理してください。
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車両部品の取りはずし概要
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配線概要
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取り付け要領

• バッテリーの（－）端子取りはずし

■ ハイブリッド車の場合
（1） デッキサイドトリムカバー LH（ツメ 9 箇所、

ガイド 3 箇所）をはずす。

車両に傷が付かないように、左図の位置に保護
テープを貼ってください。

（車両に傷が付くおそれがあります。）

■ 共通
（2） バッテリーの（－）端子を取りはずす。

バッテリーの（－）端子をはずさずに作業をし
て、ショートした場合、傷害、火災および車両
や製品の故障、破損の原因につながるおそれが
あります。

• 車両部品の取りはずし

（1） インストルメントパネルパッド SUB-ASSY 
LWR NO.1 を取りはずす。

１）インストルメントパネルパッド SUB-ASSY 

LWR NO.1 を矢印の方向に引いてツメ（12

箇所）のかん合をはずす。

２）インストルメントパネルパッド SUB-ASSY 
LWR NO.1 を矢印の方向に引いてツメ（3
箇所）およびガイド（5 箇所）を取りは
ずす。

車両に傷が付かないように、左図の位置に保護
テープを貼ってください。

（車両に傷が付くおそれがあります。）
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（2） インストルメントパネルパッド SUB-ASSY 
LWR NO.2 を取りはずす。

１）インストルメントパネルパッド SUB-ASSY 

LWR NO.2 を矢印の方向に引いてツメ（12

箇所）のかん合をはずす。

２）インストルメントパネルパッド SUB-ASSY 
LWR NO.2 を矢印の方向に引いてツメ（3
箇所）およびガイド（5 箇所）を取りは
ずす。

車両に傷が付かないように、左図の位置に保護
テープを貼ってください。

（車両に傷が付くおそれがあります。）

（3） コンソールパネル SUB-ASSY UPR RR（ツメ 4
箇所、ガイド 2 箇所）を取りはずす。

車両に傷が付かないように、左図の位置に保護
テープを貼ってください。

（車両に傷が付くおそれがあります。）

■ 電子式タイプの場合
（4） 矢印の方向にシフトレバーノブを回転させて

取りはずす。
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■ 機械式タイプの場合
（5） シフティングホールカバー（ツメ 2 箇所）を

矢印の方向に下げる。

（6） スナップリングを引き抜き、シフトレバー 
ノブを取りはずす。

■ 共通
（7） コンソールパネル SUB-ASSY UPR FR（ツメ 8

箇所、ガイド 2 箇所）を取りはずす。

左図は電子式タイプを示しますが、機械式タイ
プも同様に作業してください。

（8） インストルメントパネルアンダカバー SUB-
ASSY NO.1（スクリュー 2 個、ツメ 3箇所、
ガイド 2 箇所）を取りはずす。
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（9） カウルサイドトリムボード RH（クリップ 3
箇所、ガイド 1 箇所）を取りはずす。

車両に傷が付かないように、左図の位置に保護
テープを貼ってください。

（車両に傷が付くおそれがあります。）

（10）コンソールボックスインサート FR NO.1（ク
リップ 1 箇所、ツメ 4 箇所）を取りはずす。

車両に傷が付かないように、左図の位置に保護
テープを貼ってください。

（車両に傷が付くおそれがあります。）
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（11）グローブコンパートメントドア ASSY を取り
はずす。

１）ダンパーステーをロック部から取りはず

す。

２）グローブボックスの両側を押し、ストッ
パーピン（左右 2 箇所）の引っ掛かりを
はずす。

３）グローブボックスをインパネに当たるま
で、手で支えながらゆっくりと下側に倒
す。

４）グローブボックスを少し持ち上げる。

５）ヒンジと平行にした状態で引いてフック
（左右 2 箇所）をはずす。

グローブコンパートメントドア ASSY を上方向へ
引っ張って取りはずすと、ヒンジにガタが出る
おそれがあるため、必ずヒンジと平行にした状
態で引いて取りはずしてください。

（12）カウルサイドトリムボード LH（クリップ 3
箇所、ガイド 1 箇所）を取りはずす。

車両に傷が付かないように、左図の位置に保護
テープを貼ってください。

（車両に傷が付くおそれがあります。）
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（13）インストルメントパネルアンダカバー SUB-
ASSY NO.2（ツメ 3 箇所、ガイド 3 箇所）を
取りはずす。

（14）コンソールボックスインサート FR NO.2（ク
リップ 1 箇所、ツメ 4 箇所）を取りはずす。

車両に傷が付かないように、左図の位置に保護
テープを貼ってください。

（車両に傷が付くおそれがあります。）

（15）コンソールボックスカバー FR（ツメ 5 箇所、
ガイド 1 箇所）を取りはずす。

車両に傷が付かないように、左図の位置に保護
テープを貼ってください。

（車両に傷が付くおそれがあります。）
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（16）コンソールリヤエンドパネル SUB-ASSY を取
りはずす。

１）コンソールリヤエンドパネル SUB-ASSY を

矢印の方向に引き、ツメ（8 箇所）のか

ん合をはずす。

２）コンソールリヤエンドパネル SUB-ASSY を
矢印の方向に引き、ガイドのかん合をは
ずす。

■ 工場装着 HDMI 端子付車の場合
（17）コンソールリヤパネル裏側から工場装着

HDMI 端子を取りはずす。

１）下側のツメ（1 箇所）のかん合をはずす。

２）左右のツメ（2 箇所）のかん合をはずす。

車両に傷が付かないように、左図の位置に保護
テープを貼ってください。

（車両に傷が付くおそれがあります。）

車両部品傷付き防止のため、必ず保護マットの
上で作業をしてください。

左図の手順に従い（－）ドライバーを使用して
ツメのかん合をはずしてください。

■ 電子式タイプの場合
（18）シフトレバー ASSY W/ ブラケット（ボルト 5

個、ガイド 2 箇所）を取りはずす。
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■ 共通
（19）イクイップメントセットパネルカバー（ツメ

4 箇所、ガイド 3 箇所）を取りはずす。

■ 工場装着 HDMI 端子付車の場合
（20）コンソールリヤパネル裏側から工場装着

HDMI 端子を取りはずす。

１）下側のツメ（1 箇所）のかん合をはずす。

２）左右のツメ（2 箇所）のかん合をはずす。

車両部品傷付き防止のため、必ず保護マットの
上で作業をしてください。

左図の手順に従い（－）ドライバーを使用して
ツメのかん合をはずしてください。

■ 共通
（21）コンソールボックス ASSY（ボルト 4 個、ツ

メ 2 箇所、ガイド 2 箇所）を取りはずす。
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■ イオンジェネレーター付車の場合
（22）イオンジェネレーター（スクリュー 2 個）を

取りはずす。

■ 共通
（23）ラジオ & ディスプレイレシーバ ASSY W/ ブラ

ケットのボルト 4 個を取りはずす。

（24）左図の位置に手をかけ、ラジオ & ディスプレ
イレシーバ ASSY W/ ブラケット（クリップ 5
箇所、ツメ 3 箇所）を取りはずす。

• イクイップメントセットパネルカバーの加工

（1） イクイップメントセットパネルカバー裏面の
左図の位置にケガキ針で下穴をあけるための
印を付ける。
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（2） ドリル刃（φ3）を電動ドリルに取り付ける。

（1）ドリルで穴あけをする前に、ドリルの刃先が

10mm になるように、ストッパー（ガムテープ

など）を取り付けてください。

（ストッパーを取り付けずに、穴あけをする

と、車両を傷付けるおそれがあります。）

（2）ドリルで穴あけをする前に、ドリルの刃が

10mm 以上にならないことを確認してくださ

い。

〔何度も使用している場合、ストッパー（ガ

ムテープなど）がたわみ、刃先寸法が長くな

り車両を傷付けるおそれがあります。〕

（3）ストッパー（ガムテープなど）を取り付ける

際、ドリル刃の根元まで取り付けてくださ

い。

（根元まで取り付けなかった場合、車両を傷

付けるおそれがあります。）

（4）ストッパー（ガムテープなど）の直径が 10mm

になるように取り付けてください。

（直径が 10mm 以下の場合、車両を傷付けるお

それがあります。）

（3） イクイップメントセットパネルカバー裏面の
印に φ3 のドリル刃で穴をあける。

• 穴あけ作業をする際、保護めがねを着用して
ください。

（保護めがねを着用しないで作業をすると、切
り粉が目に入るおそれがあります。）

• 以降の作業も同様にしてください。

（4） イクイップメントセットパネルカバー裏面の
φ3 の下穴に φ20 のホールソーで穴をあけ
る。
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• コンソールボックス ASSY の加工

（1） ブラケット（スクリュー 5 個）をコンソール
ボックス ASSY から取りはずす。

（2） コンソールボックス ASSY の左図の位置にケ
ガキ針で下穴をあけるための印を付ける。

図はダクト付車を示しますが、ダクトなし車も
同様に作業をしてください。
以降の作業もダクト付車を示します。

（3） コンソールボックス ASSY 前面の印に φ3 の
ドリル刃で下穴をあける。
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（4） コンソールボックス ASSY 前面の φ3 の下穴
に φ20 のホールソーで穴をあける。

コンソールボックス内に入った切粉は取り除い
てください。

（5） ブラケットを復元する。

（6） コンソールボックス ASSY 左側面の左図の位
置にケガキ針で下穴をあける。

防音材がある場合、防音材に干渉しないように
防音材をめくって作業してください。

（防音材が破れるおそれがあります。）
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（7） コンソールボックス ASSY 左側面の下穴を
φ3 のドリル刃で広げる。

穴あけ位置に裏側に防音材がある場合、防音材
に干渉しないように防音材をめくって作業して
ください。

（防音材が破れるおそれがあります。）

（8） コンソールボックス ASSY 左側面の φ3 の下
穴にホールソー（φ20）で穴をあける。

穴あけ位置に裏側に防音材がある場合、防音材
に干渉しないように防音材をめくって作業して
ください。

（防音材が破れるおそれがあります。）

穴に付いたバリはヤスリで取り除いてください。

• ホースの取り付け

• バンドクランプを締め付ける際は、適度な力
で締め付けをしてください。

• バンドクランプを強く締めすぎると、ホース
が変形するおそれがあります。

• バンドクランプの締め付けが弱いと、ホース
のぐらつきの原因になります。
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■ 除く、イオンジェネレーター付車の場合
（9） ホースを先端から 70mm カットする。

• ホースをカットする際は、±5mm 以内の誤差で
カットしてください。

（誤差が ±5mm 以上の場合、本製品が取り付け
られなくなるおそれがあります。）

• カットの際は、ホースに対し垂直にカットし
てください。

（垂直にカットしなかった場合、ホースアタッ
チメントに接続できなくなるおそれがありま
す。）

■ 共通
（10）ホースを左図のように車両ブラケットの下側

に取り廻す。

■ イオンジェネレーター付車の場合
（11）ホース先端を車両ブラケットから 250mm 出し

た状態で、ホースを車両ブラケットにバンド
クランプ 1 本で固定する。
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■ 除く、イオンジェネレーター付車の場合
（12）ホース先端を車両ブラケットから 180mm 出し

た状態で、ホースを車両ブラケットにバンド
クランプ 1 本で固定する。

■ 共通
（13）コンソールボックス ASSY の図の位置に防音

材が取り付いてるか確認する。

防音材が取り付いている場合、クッションテー
プ（100mm×70mm）の加工とホースに加工した
クッションテープの巻き付け作業が不要となり
ます。

■ 除く、コンソールボックス ASSY 防音材付
車の場合

（14）図のようにクッションテープ（100mm×70mm）
をカットする。
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（15）クッションテープ（20mm×70mm）をホースの
先端から 50mm の位置に巻き付ける。

■ 共通
（16）ホースを車両ブラケットにバンドクランプ 2

本で固定する。

（17）ホースを左図のように取り廻し、車両ハーネ
スにバンドクランプ 2 本で固定する。
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（18）ホースを車両ブラケットの既設穴にバンドク
ランプ 1 本で仮固定する。

後工程でホースの長さを調整するため、ホース
をずらせられるように緩く締め付けてください。
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• ワイヤーハーネスの配線

（1） ワイヤーハーネスのヒューズ部にクッション
テープ（100mm×70mm）またはカットした
クッションテープ（80mm×70mm）を巻く。

（2） ワイヤーハーネスの分岐部にビニールテープ
を 20mm 巻く。

（3） ワイヤーハーネスを左図のようにオーディオ
開口部裏へ配線する。
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（4） 車両コネクター（28P、灰）から約 80mm の
位置まで車両ビニールテープを切り取る。

（5） ワイヤーハーネスの分岐コネクター（線色：
赤）を車両コネクター（28P、灰）の +B 電源
線（4 番、線色：空色）に接続する。

（分岐コネクターの接続方法 P.4 参照）
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（6） ワイヤーハーネスの分岐コネクター（線色：
黄）を車両コネクター（28P、灰）の ACC 電
源線（16 番、線色：灰）に接続する。

（分岐コネクターの接続方法 P.4 参照）

（7） 分岐コネクター、ワイヤーハーネスおよび車
両ハーネスにビニールテープを巻く。

（8） ワイヤーハーネスおよびワイヤーハーネスの
ヒューズ部を車両ハーネスにバンドクランプ
2 本で固定する。
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（9） ワイヤーハーネスを左図のように配線し、車
両ハーネスにバンドクランプ 2 本で固定す
る。

（10）ワイヤーハーネスを左図のように配線し、車
両ハーネスにバンドクランプ 1 本で固定す
る。

左図の向きでワイヤーハーネスを固定してくだ
さい。

（左図の向き以外で固定した場合、車両部品復元
時にワイヤーハーネスがかみ込み、断線するお
それがあります。）
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（11）ワイヤーハーネスを左図のように配線し、車
両ハーネスにバンドクランプ 1 本で固定す
る。

（12）ワイヤーハーネス（フレグランスユニット行
き）を左図のように配線し、車両ハーネスに
バンドクランプ 2 本で固定する。

（13）ワイヤーハーネスを左図のように配線する。

図は電子式タイプを示しますが、機械式タイプ
も同様に作業をしてください。
以降の作業も電子式タイプを示します。

（14）ワイヤーハーネス（アース行き、多重アダプ
ター行き）を左図のように配線し、車両既設
穴にバンドクランプ 1 本で固定する。
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（15）ワイヤーハーネスを左図のように配線し、車
両既設穴にバンドクランプ 1 本で固定する。

（16）ワイヤーハーネス（多重アダプター行き）を
左図のように配線し、車両ハーネスにバンド
クランプ 1 本で固定する。

（17）ワイヤーハーネス（多重アダプター行き）を
車両既設穴および車両部品にバンドクランプ
3 本で固定する。

（18）ワイヤーハーネス（多重アダプター行き）を
左図のように配線する。
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（19）多重アダプターにワイヤーハーネス（多重ア
ダプター行き）のコネクター（2P）を接続す
る。

（20）ワイヤーハーネス（多重アダプター行き）を
車両ハーネスにバンドクランプ 2 本で固定す
る。

（21）ワイヤーハーネス（多重アダプター行き）の
余長分を車両ハーネスにバンドクランプ 1 本
で固定する。

（22）ワイヤーハーネス（アース行き）を左図のよ
うに配線し、車両ハーネスにバンドクランプ
3 本で固定する。
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（23）ワイヤーハーネス（アース行き）を左図のよ
うに配線し、車両ハーネスにバンドクランプ
2 本で固定する。

（24）ワイヤーハーネス（アース行き）を左図のよ
うに配線し、フットダクトにバンドクランプ
4 本で固定する。

ハーネス固定 3箇所のうち、1 箇所はバンドク
ランプ 2本を連結して固定してください。

（25）ワイヤーハーネス（アース行き）を左図のよ
うに配線し、車両ハーネスにバンドクランプ
2 本で固定する。
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（26）ワイヤーハーネス（アース行き）のアース端
子をアースボルトに共締めする。

締め付けトルクを厳守して作業をしてください。
10.0N・m

（27）ワイヤーハーネス（アース行き）を車両ハー
ネスにバンドクランプ 1 本で固定する。

（28）ワイヤーハーネス（アース行き）の余長分を
車両ハーネスにバンドクランプ 1 本で固定す
る。

ワイヤーハーネスはたるまないようにバンドク
ランプで固定してください。

（たるんだ状態で固定した場合、車両部品復元時
にワイヤーハーネスがかみ込み、断線するおそ
れがあります。）

• フレグランスユニットの取り付け

（1） 左図のクッションテープ（50mm×20mm）貼り
付け位置のゴミ、ホコリ、油汚れなどを脱脂
剤等で十分に脱脂する。

（2） フレグランスユニット背面の左図の位置に
クッションテープ（50mm×20mm）を貼り付け
る。
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（3） 左図の両面テープ貼り付け位置のゴミ、ホコ
リ、油汚れなどを脱脂剤等で十分に脱脂す
る。

（4） 台座の左図の位置に両面テープ 4 枚を貼り付
ける。

（5） 左図の台座貼り付け位置のゴミ、ホコリ、油
汚れなどを脱脂剤等で十分に脱脂する。

（6） 台座をコンソールボックス内の左図の位置に
貼り付け、49N・m で圧着する。

■ イオンジェネレーター付車の場合
（7） イオンジェネレーターを復元する。
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■ 共通
（8） コンソールボックス ASSY を仮復元し、コン

ソールボックスの加工穴からホースを取り出
す。

（9） コンソールボックス ASSY を復元する。

（10）ホースにホースアタッチメント（L 字）を取
り付ける。
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（11）コンソールボックス ASSY の加工穴にベゼル
を取り付ける。

（12）ホースアタッチメント（L 字）とベゼルを接
続する。

• ベゼルがホースアタッチメント（L 字）のツメ
2 箇所で固定されていることを確認してくださ
い。

（固定されていない場合、ベゼルが脱落するお
それがあります。）

• ホースアタッチメント（L 字）の差し込み口が
車両前方に向かって水平となるように接続し
てください。

（水平にしなかった場合、車両部品と干渉して
異音が発生するおそれがあります。）

■ イオンジェネレーター付車の場合
（13）ホースを車両ダクトにバンドクランプ 1 本で

固定する。
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■ 除く、イオンジェネレーター付車の場合
（14）ホースを車両部品にバンドクランプ 1 本で固

定する。

■ 共通
（15）ホースにホースアタッチメント（ストレー

ト）を取り付ける。
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（16）コンソールボックスマットを裏返し、左図の
寸法の位置まで折り曲げる。

（17）折り曲げた先端をビニールテープで固定す
る。

マット左右の端がズレていないことを確認して
ください。

コンソールボックスマットの折り曲げ部を圧着
して、折り目を付けてください。
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（18）折り曲げ面が下になるようにコンソールボッ
クス内に復元する。

コンソールボックスマットが重なっている箇所
が台座側になるように復元してください。

（19）フレグランスユニットをコンソールボックス
内に仮置きする。

（20）フレグランスユニットにホースアタッチメン
ト（ストレート）を接続する。
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（21）イクイップメントセットパネルカバーの加工
穴からワイヤーハーネスを配線する。

（22）イクイップメントセットパネルカバーを復元
する。

（23）フレグランスユニットにワイヤーハーネスの
コネクター（8P）を接続する。

（24）フレグランスユニットを台座にスクリュー
（φ5×16mm）2 個で固定する。
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（25）化粧パネルを左図の向きでコンソールボック
ス内に挿入する。

化粧パネルを挿入する際コンソールボックス内
の側面と干渉しないようにしてください。

（干渉した場合、コンソールボックスに傷が付く
おそれがあります。）

（26）化粧パネルをコンソールボックスにツメ（1
箇所）、クリップ（2 箇所）で固定する。

• コンソールボックスマットがコンソールボッ
クスの後方端からズレていないことを確認し
てください。ズレている場合は化粧パネルを
取りはずしコンソールボックスマットの位置
を修正してください。

• コンソールボックスマットが重なっている箇
所に化粧パネルの下端があることを確認して
ください。

（コンソールボックスマットが重なっている箇
所以外で取り付けるとガタつくおそれがあり
ます。）

（27）ワイヤーハーネスおよびワイヤーハーネスの
余長分を車両ハーネスにバンドクランプ 3 本
で固定する。
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（28）車両ブラケットに仮固定していたバンドクラ
ンプを締め付けて本固定する。
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配線図
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バッテリー（－）端子を接続し、READY ON またはイグニッション ON の状態で、以下の手順に従い動作確認を

実施してください。

• 取りはずした車両部品のコネクターは確実に接続してください。コネクターを接続しないとダイアグ
コードが発生するおそれがあります。

• 個人所有のパソコン（以降、PC）またはスマートフォン（以降、スマホ）は絶対に使用しないでくださ
い。個人の PC またはスマホを使用した場合、情報が外部へ漏洩するおそれがあります。

• 動作確認の前に、配線や取り付けに異常がないことを必ず確認してください。

• 動作確認にはアプリケーション『TOYOTA Upgrade Switch（以下、アプリ）』をインストールした PC また
はスマホが必要です。各店舗にて準備をしてください。

動作確認には『PC 版』と『スマホ版』があります。該当ページを参照してください。

•『PC 版』で行う場合：P44「PC 版での動作確認方法」

•『スマホ版』で行う場合：P48「スマホ版での動作確認方法」

動作確認
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■ PC 版での動作確認方法
• 盗難防止装置の動作確認

（1） Smart Upgrade Switch セキュリティシステムの『PC 版アプリのインストールと動作確認方法』を参照
し、盗難抑止機能の動作確認を実施する。

• 既に Smart Upgrade Switch が装着され使用している車両の場合、盗難抑止機能の動作確認は不要です。
Smart Upgrade Switch と同時装着の場合のみ、実施してください。

•『PC 版アプリのインストールと動作確認方法』の最終項に記載されている「ソフトウェア初期化」は、フ
レグランスの動作確認が終わるまで初期化作業を実施しないでください。

• 車両情報の設定

（1） ホーム画面のサイドバー内「車両情報変更」
をクリックする。

既に車両情報設定のパッケージ選択画面にて
「フレグランス」を選択している場合、車両情報
の設定は不要となります。P.45 の「フレグラン
スの動作確認」から始めてください。

（2） パッケージ選択画面まで進み、「フレグラン
ス」にチェックを入れて、「進む」ボタンを
クリックする。

（3） 登録内容を確認し、間違いがなければ「決定
する」ボタンをクリックする。
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（4）「車両情報を設定しました。」の通知を確認
し、「取付 / 動作確認へ」ボタンをクリック
する。

• フレグランスの動作確認

（1） 取扱書を参照してカートリッジをフレグラン
スに差し込み、フレグランスの動作確認を実
施する。

（2）「フレグランス」をクリックする。

（3） 各チェック項目の内容を確認し、チェックを
入れて「確認画面へ進む」ボタンをクリック
する。

• Smart Upgrade Switch 本体ソフトウェアの
バージョンについては、サイドバーの本体
バージョンを確認してください。

• アプリのバージョンについては、画面下のア
プリバージョンを確認してください。

• Smart Upgrade Switch 本体およびアプリの
バージョンが 1.1.0 以上になっていることを
確認してください。
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（4）「フレグランス操作を行う」ボタンをクリッ
クして操作画面を開く。

（5） 画面上に表示された各チャンネルの「香り」
名称と、挿し込まれたカートリッジの「香
り」名称が一致しているか確認し、「設定を
変更する」ボタンをクリックする。

画面上の「香り」名称と挿し込んだカートリッ
ジの「香り」名称が一致しない場合、P.44 の

「車両情報の設定」からやり直してください。

（6） チャンネル選択および風量選択を実施後、
「設定を保存する」ボタンをクリックし、フ
レグランスが動作することを確認する。

各チャンネル、各風量への切替を実施して、フ
レグランスが設定通りに動作することを確認し
てください。
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• 本体ソフトウェア初期化

（1） Smart Upgrade Switch セキュリティシステムの『PC 版アプリのインストールと動作確認方法』を参照
し、「本体ソフトウェア初期化」を実施する。

納車前に必ず「本体ソフトウェア初期化」（ユーザーパスワード初期化、盗難抑止機能の設定内容初期化）
を実施してください。

本体ソフトウェアの初期化を実施せずに納車した場合、お客様がログインできなくなるおそれがあります。

Smart Upgrade Switch と連携する他用品を同時に装着する場合は、対象用品の動作確認を順次実施し、す
べての対象用品の動作確認完了後に「本体ソフトウェア初期化」を実施してください。

（7） 動作確認結果を選択し、「保存する」ボタン
をクリックする。

（8） フレグランスの動作確認が完了していること
を確認し、「作業完了」ボタンをクリックす
る。

Smart Upgrade Switch と同時装着ではない場合、
「盗難抑止」が未完了と表示されますが、「盗難
抑止」の動作確認は不要です。
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■ スマホ版での動作確認方法
• 盗難防止装置の動作確認

（1） Smart Upgrade Switch セキュリティシステムの『スマホ版動作確認』を参照し、盗難抑止機能の動作確
認を実施する。

• 既に Smart Upgrade Switch が装着されている車両の場合、盗難抑止機能の動作確認は不要です。
Smart Upgrade Switch と同時装着の場合のみ、実施してください。

•『スマホ版動作確認』の最終項に記載されている「ソフトウェア初期化」は、フレグランスの動作確認が
終わるまで初期化作業を実施しないでください。

• 車両情報の設定

（2）「販売店モード」から、「車両登録 / 変更」画
面を開く。

既に車両情報設定のパッケージ選択画面にて
「フレグランス」を選択している場合、車両情報
の設定は不要となります。P.49 の「フレグラン
スの動作確認」から始めてください。

（3） パッケージ選択画面まで進み、「フレグラン
ス」にチェックを入れて「進む」ボタンを
タップする。

（4） 登録内容を確認し、間違いがなければ「決定
する」ボタンをタップする。

（5）「車両情報を設定しました。」の通知を確認し
て「OK」ボタンをタップする。
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• フレグランスの動作確認

（1） 取扱書を参照してカートリッジをフレグラン
スに差し込み、フレグランスの動作確認を実
施する。

（2）「ホーム」画面の「フレグランス」をタップ
する。

（3） 画面上に表示された各チャンネルの「香り」
名称と、挿し込まれているカートリッジの

「香り」名称が一致しているか確認する。

画面上の「香り」名称と挿し込んだカートリッ
ジの「香り」名称が一致しない場合、P.48 の

「車両情報の設定」からやり直してください。

（4）「風量」を順番に選択し、風量が切り替わる
ことを確認する。

（5）「風量」を「Strong」に固定して 3 種類の
「香り」を順番に選択し、香りが切り替わる
ことを確認する。
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• Smart Upgrade Switch への登録

（1）「販売店モード」から「取付 / 動作確認」の
画面を開く。

（2）「フレグランス」ボタンをタップする。

（3） チェック項目に記載されている内容が対応済
みなことを確認し、チェックを入れて「確認
画面へ進む」ボタンをタップする。

（4）「フレグランス接続確認」および「フレグラ
ンス動作確認　結果登録」の確認結果を選択
し「保存する」ボタンをタップする。

• Smart Upgrade Switch 本体ソフトウェアの
バージョン確認方法については、Smart 
Upgrade Switch セキュリティシステム取扱書
の「本体のソフトウェア更新をする」を参照
してください。

• アプリのバージョン確認方法については、
Smart Upgrade Switch セキュリティシステム
取扱書の「アプリを更新する」を参照してく
ださい。

• Smart Upgrade Switch 本体およびアプリの
バージョンが 1.1.0 以上になっていることを
確認してください。
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• 本体ソフトウェア初期化

（1） Smart Upgrade Switch セキュリティシステムの『スマホ版動作確認』を参照し、「本体ソフトウェア初期
化」を実施する。

納車前に必ず「本体ソフトウェア初期化」（ユーザーパスワード初期化、盗難抑止機能の設定内容初期化）
を実施してください。

本体ソフトウェアの初期化を実施せずに納車した場合、お客様がログインできなくなるおそれがあります。

Smart Upgrade Switch と連携する他用品を同時に装着する場合は、対象用品の動作確認を順次実施し、す
べての対象用品の動作確認完了後に「本体ソフトウェア初期化」を実施してください。

（5） フレグランスの動作確認が「完了」になって
いることを確認する。

Smart Upgrade Switch と同時装着でない場合、
「盗難抑止」が未完了と表示されますが、「盗難
抑止」の動作確認は不要です。
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参照先一覧

• Smart Upgrade Switch セキュリティシステムへの各参照先は、参照先一覧を確認してください。

• スマホアプリ「TOYOTA Upgrade Switch」のバージョンが「1.1.0」以上になっていることを確認してくだ
さい。

• 本体「Smart Upgrade Switch」のソフトウェアバージョンが最新になっていることを確認してください。

• トラブルシュートを始める前に Smart Upgrade Switch セキュリティシステムが正常に機能していること
を確認してください。異常がある場合、先に Smart Upgrade Switch セキュリティシステムのトラブル
シュートを実施してください。

参照内容名 別冊資料名 参照先タイトル

Smart Upgrade Switch の

ソフトウエアバージョン

Smart Upgrade Switch セキュリティシステム

取扱書
本体のソフトウェアを更新する

スマホアプリ「TOYOTA 

Upgrade Switch」のバー

ジョン

Smart Upgrade Switch セキュリティシステム

取扱書
本アプリについて

パスワード初期化

本体ソフトウェア初期化

Smart Upgrade Switch セキュリティシステム

スマホ版動作確認
本体ソフトウェア初期化

Smart Upgrade Switch セキュリティシステム

PC 版アプリのインストールと動作確認方法
アプリの使い方（作業を終える）

スマホの端末設定
Smart Upgrade Switch セキュリティシステム

トラブルシュート
端末の設定・動作確認

Smart Upgrade Switch の

ワイヤーハーネスおよび

コネクター点検

Smart Upgrade Switch セキュリティシステム

トラブルシュート
ハーネス・コネクター点検表

Smart Upgrade Switch の

ダイアグコード一覧

Smart Upgrade Switch セキュリティシステム

トラブルシュート
ダイアグコード一覧表

トラブルシュート
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不具合事象一覧

お客様の使用中に不具合が発生して入庫した場合、下記に注意してください。

1. 入庫時は Smart Upgrade Switch の盗難抑止機能の解除をお客様に依頼してください。

2. トラブルシュート中、お客様が同席せず、フレグランスの操作が必要な場合、下記のいずれかで
対応してください。

• 事前にお客様へ Smart Upgrade Switch のユーザーパスワードを、簡易的なものへ変更していただく
よう依頼し、販売店の PC またはスマホでログインして操作する。

• お客様のスマホで初期化※ をして、販売店の PC またはスマホで仮のユーザーパスワードを設定し、
ログインして操作する。

3.「本体 ID」や「KEY」の情報が必要になる場合、Smart Upgrade Switch 本体付属の
ラベルシール、または Smart Upgrade Switch 本体に貼り付けられているラベル
シールを確認してください。

4. 本体ソフトウェア初期化※ をした場合、本体の各種設定（車両情報以外の本体設
定情報）も初期化されるため、再設定が必要になる旨、お客様にお伝えください。

※ 初期化には設定メニュー内にある「本体ソフトウェア初期化」と販売店モード内にある
「本体完全初期化」の 2種類があります。
作業中に初期化が必要になる場合、「本体ソフトウェア初期化」をしてください。

事象 ページ数

フレグランスカートリッジの名称が 「UNKNOWN」と表示される P.54

フレグランスカートリッジの名称が「NONE」と表示される P.54

アプリで選択した香りに切り替わらない P.55

アプリで操作した風量に切り替わらない P.56

フレグランス操作画面に『エラー』と表示される P.56
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• ダイアグコードからのトラブルシュート

■ ダイアグコード確認方法

• 修理またはフレグランスユニット交換後、ダイアグコードが表示されないことを確認してください。

• 本項のダイアグコードは本製品専用コードとなり、車両のダイアグコードとは関係がないため、
注意してください。

フレグランス

フレグランス エラーログ

フレグフレグフレグフレグフレグフレフレグレグフレグフレグフレフレフレグレフレグフレグレフレグフレグフレグフレグフレグフレグフレグフレグフレグフレグフレグレフレグフレグフレグフレグフレグフレグフレグフレグレググフレグフレグフレグフフレフフレグフレグレフレググフレグフレグフレグフレグフレグフレレレグレフレグレレフレグフレグフレググフフレフレフレグレグフレググフレフレグフレグレグレレレグフレグレフフレレレレグレグフフレレレレフレレググレフフフフレググランスラララララララララララララララララララララララララララララ

フレグラグラフレグララフレグラフレグラフレグラフレグラフレグラフレグラフレグラレグラレグラフレグフレグフレグラグラフレグラグラフレグララフレグラフレグラレグラフレグラフレグラフレグラフレググググララララフレグラフレグラレレグララフレグラフレグラグラフレグラフレググフレグラレグラフレグラフレグラレグレグレググラグラググフレグラググラフレグラフレグラフレグフレグラフフレグラレグレググラレグラレレフフレグラレ ラフレグ ンス エンスンンス エンンスエンス エンスエンスエンスエンスエンス エンスンス エンス エンスンス エンスンス エンスエンンンンスエンスエンスンスンス エンスエンス エンス エンス ンス エンスンスンス ンス スエエンスエンスエエンンンスエンスエスンススススンススススス スエスエンススンス ス ラーログラーログララーロラーログラーログラーログラーロララーログララーログラーログログーログーログララーログラーログラーログラーラーログログラーログーロググラーログラーログラーログラララーーログーログーログーログーログララーログーラーログラ グログララーログーーログーーローログーー グーロググログログログララ グラ ログラ ググラ ロググラ
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• ハーネス、コネクター点検表
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• コネクター端子点検

■ コネクターの取り扱い
1. ロック付きコネクターを切り離す場合、コネクターをかん合側に押し、ロックのツメを動きやすく

してからロックをはずす。

2. コネクターを切り離す場合、ハーネスを持たずにコネクターを持っておこなう。

3. コネクターの接続前に、端子の変形、損傷および抜けなどがないことを確認する。

4. ロック付きコネクターの接続は、ロック音がするまで確実に差し込む。

5. コネクターをエレクトリカルテスターで点検する場合、ミニテストリードを使用してコネクターの
後ろ側 (ハーネス側 )からおこなう。

■ コネクターの点検要領
1. コネクター接続状態で、コネクターハウジングを持って

差し込み具合およびロックの効き具合を点検する。
( かん合状態 )

2. コネクター切り離し状態で、ワイヤーハーネスを軽く
引っ張り点検する。
( 端子抜け、端子かしめ状態、芯線切れ )

3. 発錆、金属片、水などの有無、端子の曲がりの有無を目
視点検する。
( 腐食、異物混入、端子変形 )

4. オス端子と同じ端子（点検用オス端子）を用意してメス
端子に差し込み、
端子接触圧、かん合具合および摺動重さを点検する。

このコネクター端子点検は、ハーネスの不良、車両システム点検の疑いが生じた場合の点検方法を記載し

ています。

差し込んだテスター棒やミニテストリードをむやみに動かして、端子を損傷させないようにしてください。


